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「感性」を磨く夏休みに～夏季休業前集会の話から～ 
副校長 岩渕 浩憲 

昨日、研究大会が無事終了しました。研究大会は、全国に先駆けた先進的な授業を全道・全国に発信

するために行っています。昨日の研究大会では、主体的・能動的に学び、課題を解決している皆さんの

姿を全道・全国からいらっしゃった方々に見ていただくことができました。参会者からは、「生徒の学び

合う姿がすばらしかった」「納得するまで粘り強く話し合ったり、自分の考えをしっかり述べたりする

姿がすばらしかった」など多くの感想が寄せられました。 

このようの評価は、日頃の生徒の皆さんの「学び」に対する評価でもあり、特に第Ⅰ期での授業や、

旅行的行事・生徒会活動などで、皆さんが「学び合い」を大切にし、高め合ってきた成果だと思います。

第Ⅱ期は藤華祭や合唱祭があります。更に質の高い「学び合い」が展開されることを期待しています。 

さて、いよいよ、夏休みが始まります。時間がたっぷりとある夏休みですから、是非とも、普段でき

ないことをしたり、考えたりすることで充実した休みとなることを期待しています。 

先日、令和６年度の全国中学生人権作文コンテスト札幌地方大会で最優秀賞に輝いた 3年生の大西十

和子さんの作文を改めて読み直してみました。 

大西さんの作文は、普段、食べているチョコレートから感じたこと、考えたことが書かれていました。

大西さんは、チョコレートの裏側にはあるパッケージを見たそうです。そこには、カカオ豆を挟んで微

笑む現地の二人の子どものイラストがあったそうです。大西さんは、そのイラストから、大人と同じよ

うに働き、教育を満足に受けることのできない子どもたちがいるということを感じ取り、そしてその子

どもたちの人権問題について考えていました。 

大西さんの作文を読み、普段何気なく食べているものから、その価値を感じ取る「感性」の素晴らし

さに感動しました。そして、「感性」を磨き働かせることが、普段接している何気ないヒト・モノ・コト

の裏側にある背景や本当の価値を感じ取ることにつながるということを改めて考えさせられました。 

今、ＡＩが暮らしの様々な場面で活用され、人ができる能力を多くの分野で超えようとしています。

ただ、そのような中でも、人として、みずみずしい「感性」というものはＡＩにはない、人としの価値

として、これからも大切にされていくものだと思います。皆さんには、是非、この「感性」を、たくさ

んの時間のある夏休みを利用して磨いていってほしいと思います。 

「感性」を磨くためには、自然に触れるということも大切です。 草木や花など、自然に触れることで



 

感性を刺激してください。また、芸術に触れるということもよいでしょう。 音楽や美術などの芸術作品

に触れることは、感性を磨く上で欠かせません。コンサートや美術館へ足を運び、本物に触れることが

大切です。旅行に行くということもよいでしょう。新しい経験をすることで世界観が広がり、感性が磨

かれます。知識を蓄えるということも大切です。 本を読んで知識を蓄えることも感性を刺激します。言

葉を知ることで、自分の気持ちを表現することにも繋がります。創作活動をするということも大切です。

自分で何かを創作することで、感性を豊かにすることができます。 

長く、少し時間にゆとりのある夏休みです。普段できないことを実行できたり、考えたりし「感性」

を磨き高め成長することを期待しています。 

そして、個々の感性が磨かれた中で、夏休み明け「学び合い」が展開されることを期待しています。

より質の高い「学び合い」として、「感性」を磨き合いながら「学び合う」姿が、第Ⅱ期の授業や活動の

中で見られることを期待しています。 

 

 

保健室からみた子どもたちの様子～これまでの保健室利用状況から～ 

養護教諭 小山内 日和 

保健室には、日々、様々な心身の不調を抱えたお子様がやってきます。保護者の皆様におかれましては、急な

お迎え対応にもかかわらず、いつも丁寧・迅速に御対応いただきまして、本当にありがとうございます。今回は、普

段は中々お伝えできていない保健室利用状況を基に第Ⅰ期を振り返りながら、保健室から見えるお子様の姿を

共有できたらと思います。 

11:00までの来室が５割超！附属中ならではの通学距離もポイント…？                               

左図１は、今年度の保健室利用者のうち、「どの時間帯に来室した生徒が

多いか？」を示すグラフです。保健室利用者のうち、約半数は２時間目（11:00

頃）までの間に来室していることが分かります。 

本校は広域通学のため、朝起きてから、学校に到着するまでの時間が長く、

学校到着後に、「朝起きるときはいけると思ったんだけど…」とお話するお子様

もいます。保護者の皆様におかれましては大変お忙しい朝のお時間と思います

が、ぜひ、毎朝の健康観察を行っていただければと思います。例えば、「最近、

起きる時間が遅いかも？」「あまり食欲がなさそうかも？」など、気になる様子がありましたら、お子様にお話を伺

ってみてください。そして、あまり無理をせずに、お休みすることや病院を受診することなどを検討していただけたら

と思います。 

 

登校中・始業前 １・２時間目

３・４時間目 給食・昼休み

５・６時間目 放課後

【図１ 時間帯別の来室割合】 



６月は風邪や急な暑さによる来室増！第Ⅱ期に向けて、夏休みはぜひ充電期間に           

下図２は、体調不良による来室者数を 2023 年～2025 年で比較したものです。今年の６月は過年度に比べ

て、約 2.5 倍の来室がありました。記録を確認すると、「頭痛」「微熱」「咳や喉の症状」といった風邪症状を訴え

るお子様が多かった印象です。全国的には百日咳などの感染症も流行しており、症状があまり重く感じられない

場合も、続く場合には受診を検討されることをお勧めいたします。また、６月の後半は急な気温の上昇もあり、まだ

暑さに慣れていない時期に、熱中症気味になってしまうお子様もいました。また、例年、２学期はさらに体調不良

による来室者数が増えます（図３）。藤華祭や合唱祭も控え、多忙な学校生活の中で疲労が溜まってしまい、体

調にも表れてしまう場合が少なくないと考えられます。 

特に今年は夏休み明けに初めての定期テストがあり、緊張を感じながら夏休みを過ごすお子様も多いかもし

れません。しかし、季節柄や学校行事などもあり、第Ⅱ期はこれまで以上にエネルギーを使うことになります。本来、

子どもには、自分で回復する力が備わっています。ただし、エネルギーが切れていると、その回復する力も発揮す

ることが難しくなってしまいます。夏休みは、ぜひ御家庭で過ごす中で、心身のエネルギーを蓄える充電期間にし

ていただきたいと思います。 

もし、「なんだか体調不良が続いているかもしれない」「登校日が近づいてきたけれど、あんまり充電が溜まっ

ていないかもしれない」など感じることがありましたら、ぜひ学校宛に御連絡ください。御一緒に、お子様にとって

無理のないスタートを考えていきたいと思います。それでは、心も体も元気いっぱいになれるような夏休みをお過

ごしください。 

 

■附属札幌中学校いじめ防止基本方針を改訂しました                                                      

本校では北海道教育大学のいじめ防止基本方針を受け、いじめのない学

校づくりを推進するとともに、子どもたちが安心して学校生活を送れるよう「附

属札幌中学校いじめ防止基本方針」を策定しておりました。この度、未然防

止、早期発見・事案対処の中核的取組を実効的に行う観点から、学校いじめ

防止基本方針の見直し、改訂をし、本校 HPにて公開しております。ぜひ、御家

庭でも話題にしていただけますようお願い申し上げます。 

（本校 HP「学校概要」https://www.hue-fsj.ed.jp/outline.html） 

【図３ 昨年度の体調不良による来室者（１日平均）】 
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【図２ 体調不良による来室者数の経年比較】 
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■体罰・性被害相談窓口（ 札幌市教育委員会）の御案内                                                       

本校では日頃より、生徒及び教職員が安心して過ごせる環境整備にあ努めております。体罰や性被害による

悩みや不安がある場合は、本校へのご相談のみならず、様々な相談機関をご活用いただければと考えております。

その一例として札幌市教育委員会の相談窓口を掲載いたします。この窓口では、児童生徒の皆さんや保護者の

方々からのご相談を、丁寧にお伺いし、必要な支援につなげてまいります。ひとりで悩まず、ご相談ください。 

 

 

 

 

 

■夏季休業中の時間外音声対応の時間について                                                     

夏季休業期間中につきましては、平日については 16:00～9:00、休日については一日を通して時間外音声

対応の時間とさせていただきます。また大学の閉庁期間を含めた８月１２日（火）～１８日（月）は休日と同様の対

応とさせていただきます。保護者の皆様には御不便をおかけいたしますが、御理解と御協力のほどよろしくお願

いいたします。 

～諸活動の結果・表彰～
コンクールや大会の入賞・入選した皆さんの栄誉を讃え、ご紹介いたします。入賞・入選した皆さんおめでとうご

ざいます！ 

大会・コンテスト・コンクール名 賞 学級 生徒氏名 

第 42回 NHK杯 

全国中学校放送コンテスト札幌地区予選 

最優秀賞 ２Ｂ 小林 亜依 

優良 １Ｂ 外﨑 のどか 

優良 ２Ｃ 小野田 千彩 

 

 

 

 

日（曜日） 行事等の予定 下校バス時刻（予定） 

25（月） 夏季休業  

26（火） 授業開始集会／選挙管理委員会 14:10 

27（水） 前期末テスト①（国・数・社・理・英） 15:20 

28（木） 前期末テスト②（音・美・体・技家） 13:10 

29（金）  15:20 

３0（土） 第２回オープンスクール・学校説明会（給食なし） 1２:05 

３1（日） 部活動不可  

８月の行事予定 

 

■開設時間 

電話対応： 平日 10:15～16:45 

（ ※土日・祝日・年末年始を除く） 

メール相談：24 時間受付 

（ ※対応は開設時間内） 

 

■相談方法 

電話またはメールでご相談いただけます。 

電話番号：272-6034 

メールアドレス：taibatsu.seihigai@city.sapporo.jp 


